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研究成果の概要（和文）：中世後期の都鄙関係の実態を分析するにあたり、この時期に台頭した守護の動向を押
さえる作業は重要である。しかし近年進められた守護所研究などにおいて、守護所の国支配の中心としての機能
は低いと指摘されている。
本研究ではこれまで全く注目されていなかった、守護が分国に創建した菩提寺（国菩提寺）の 役割に注目する
ことで、守護の分国支配の実態、ひいては分国と京のあいだの都鄙交通の実態を解明する。以上の検討を経た上
で、『中近世武家菩提寺の研究』（小さ子社）が２０１９年５月に刊行される。 
 

研究成果の概要（英文）：In order to analyze the actual situation of urban relations in the late 
Middle Ages, it is important to  analyze Shugo who came up at this time. However, it has been 
pointed out that the center's function as the central control of Shugo the guardian office is low in
 recent research }.
Focusing on the role of Bodai-ji Temple (Kuni-bodaiji Temple), which has not been paid attention in 
the present study until now, the fact of the dominance of the divided-country protection of Shugo 
the guardian, and thus the intercourse between the country and Kyoto will be imaged clearly. 
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研究成果の学術的意義や社会的意義
室町時代史研究は中央における幕府制度史研究や行財政研究、地方における領国研究・室町期荘園制研究、さら
には宗教史研究においても、著しい進展を見せた。次に課題として浮上していたのが、これらの研究分野を相互
に関連づけた上で、新たな室町時代像を提示する作業である。本研究課題では、都鄙交通という視点を導入し
て、中央による地方の支配の具体相を明らかにした。これはまた、幕府制度史研究と領国支配研究という、個別
に独立して進められてきた研究分野を橋渡しすることである。宗教史研究に対しても、従来は研究対象として十
分に位置づけられてこなかった、守護創建寺院を研究の中心に置くことで、室町禅院研究にも新たな光をあて
た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
中世後期の都鄙関係の実態を分析するにあたり、この時期に台頭した守護の動向を押さえる作
業は重要である。しかし近年進められた守護所研究などにおいて、守護所の国支配の中心とし
ての機能は低いと指摘されている。 
 
２．研究の目的 
本研究ではこれまで全く注目されていなかった、守護が分国に創建した菩提寺（国菩提寺）の 役
割に注目することで、守護の分国支配の実態、ひいては分国と京のあいだの都鄙交通の実態を
解明する。以上の検討を経た上で、『中近世武家菩提寺の研究』（小さ子社）が２０１９年５月
に刊行される。  
 
３．研究の方法 
室町時代史研究は中央における幕府制度史研究や行財政研究、地方における領国研究・室町期
荘園制研究、さらには宗教史研究においても、著しい進展を見せた。次に課題として浮上して
いたのが、これらの研究分野を相互に関連づけた上で、新たな室町時代像を提示する作業であ
る。 
 
４．研究成果 
本研究課題では、都鄙交通という視点を導入して、中央による地方の支配の具体的な姿を明ら
かにした。これはまた、幕府制度史研究と領国支配研究という、個別に独立して進められてき
た研究分野を橋渡しすることができた。また宗教史研究に対しても、従来は研究対象として十
分に位置づけられてこなかった、守護創建寺院を研究の中心に置くことで、室町禅院研究にも
新たな光をあてることができた。 
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